
大
正
問
事
宍
月
二
十
一
白
第
三
種
軍
区
駒

Z
吉
長
月
-
圃
一
日
秀
古

干す電車E 日 --p考書寸-&手 _0 ー『ーョFIJIfl'!j 

禁

載

曙

品
田
川

枇

曾

費

と

娯

楽

税

・

・

;

・

:

園

浅

皐

博

士

神

戸

正

雄

新
園
民
主
義
の
立
場
・
:
:
・
:
・
・
:
:
・
:
:
:
:
経
済
事
博
士
石
川
興
二

農
村
負
債
整
理
問
題
;
・
・
・
・
・
:
・
警
富
士
八
木
芳
之
助

叢

日官主
~(l .~主l

協判
定と
の資
改:金
訂り日主
問劫吋

題内

経 i珪
済済
事明
博博
士 1--

谷小
i主E口 1.'-1.11

て1::， [三1I

口太l

彦?1111

国

間

由

九

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
為
一
考
察
:
・
・
・
・
経
済
皐
士
山
岡
亮
一

濁
占
に
つ
い
て
・
・
:
:
・

-
p
j
i
-
-
・
・
:
・
経
済
問
主
青
山
秀
夫

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
拡
園
民
経
済
皐
の
課
題
:
:
・
経
済
事
士
白
杉
庄
一
郎

明

百

件

畑

山

鹿
島
牒
匂
鳴
M

将
来
の
産
業
政
策
:
:
経
済
事
士
安
田
元

剛

剛

鵠

跡

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

七



目
印
協
定
む
改
訂
問
題

第
四
十
三
巻

五
三
二

第
四
競

" C 

日

印

協

定

改

訂

問

題

の

ノ弘、

i口;

彦

口

三t
1=1 

:
二
、
協
定
改
訂
の
日
楳

岡
田
曲
四
百
{

:
{
凶
・
貸
施
成
印
刷
よ
り
見
た
る
諸
問
題

二
、
数
量
協
定
に
闘
す
る
諸
問
題

T-、
印
度
仰
の
、
一
七
援
す
る
改
訂
問
題

ニ
ス
交
換
貿
易
に
闘
す
る
諸
問
題

六

、

結

諦

目
、
協
定
改
訂
の
目
標

日
印
協
定
を
改
訂
せ
ん
と
す
る
日
印
再
曾
商
は
、
印
度
シ
ム
ラ
に
お
い
て
現
に
准
行
し
つ
〉
の
る
。
合
同
議
の
内

容
に
つ
い
て
は
多
く
惇
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
い
ま
如
何
な
る
進
行
全
見
つ
〉
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
否

冷
は
何
よ
り
も
先
づ
こ
の
協
定
が
壇
賞
な
る
改
訂
を
経
て
、
真
じ
次
の
期
間
に
椴
輔
さ
る
冶
ご
と
を
以
っ
て
、
日

印
雨
闘
の
輝
糟
上
有
利
な
り
と
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
必
宇
し
も
現
行
の
日
印
協
定
を

も
っ
て
、
公
正
な
る
劃
等
協
定
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
従
っ
て
ま
た
之
を
ぞ
の
ま
う
に
離
績
ぜ
ん
と
す

る
も
の
で
も
な
い
、
日
印
協
定
が
す
で
に
成
立
の
営
初
よ
り
、
必
守
し
も
公
正
・
封
等
な
る
協
定
に
め
ら
司
ざ
る
こ

と
は
、
庚
〈
論
議
さ
れ
た
る
所
で
あ
る
。
ぞ
の
後
こ
の
協
定
の
賓
施
期
聞
を
経
過
す
る
に
従
っ
て
、
抽
出
期
せ
宮
る

敏
陥
の
存
す
る
こ
と
も
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
。
他
方
に
印
度
側
も
ま
た
、
自
園
産
業
お
よ
び
英
帝
岡
プ

ロ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
、
こ
の
協
定
に
劃
す
る
改
訂
を
要
求
す
る
か
に
見
え
る
。
か
く
し
て
今
伺
の
再
舎
商
に
際
し

拙稿、目印貿易の再検討、本誌前々銃参照
蛸溝、貿易統制の研究、第ニ稿集二章参照2) 



て
は
、
日
印
双
方
の
側
に
お
い
て
、
そ
れ
介
¥
の
立
場
を
異
に
す
る
各
方
面
か
ら
、
改
訂
問
題
を
提
議
す
る
こ
と

k
d

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
機
曾
に
お
い
て
吾
や
は
、
少
〈
と
も
意
識
的
に
は
何
れ
の
立
場
に
偏
す
る
こ
と
も

な
く
、
公
正
な
忍
第
三
者
の
立
場
に
・
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
多
少
の
参
考
資
料
を
供
し
た
い
主
恩
ふ
。

先
づ
第
一
に
.
現
行
の
日
印
協
定
に
は
、
之
仁
内
在
す
る
多
〈
の
不
公
正
ま
た
は
不
平
等
な
&
賭
が
あ
る
。
こ

れ
は
必
宇
し
も
そ
の
貫
施
を
待
っ
て
始
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
成
立
の
蛍
初
よ
り
明
ら

か
で
怯
あ
っ
た
が
、
併
し
苔
冷
は
そ
の
常
時
に
お
い
て
徒
ら
に
無
益
な
る
批
剣
を
な
す
こ
と
が
}
休
め
て
、
十
九
Y

ぞ

の
協
定
の
新
な
る
意
義
を
礎
見
す
あ
に
止
め
、
も
つ

τ今
日
の
改
訂
の
機
合
佐
侍
っ
た
も
の
で
あ
恥
c

ま
に
こ
の

民
匝
〉
之
市
、
4
r
F
r〉
噌

己

h
p
t

、〉
Z
W
T
w
e
m
f

、
.
、

権

oe-イ
司
宅

bd
珂
4
F
σ
一山陽戸
A
Pト
・
主

b
t

D
場

d
L
a
d
-
副

島

F
H
l
h

官、
h

z

b

申

、

J
J

，r
p

h

，

.

》

経
宰
'
仁
剖
汀
J
9

戸
カ
E
g
y
-
-
E
U
L
-
-
E市
そ
っ
「

J

わ
な

L
〈

江
町
w
r
o
z
d
u一
?
を

J
f
-
J
1
1
'
'
'
ま
q

ド
ru

の
不
平
等
性
が
現
貨
の
協
定
に
混
在
す
る
か
は
、

要
す
る
に
協
定
二
闘
の
立
場
の
強
弱
如
何
に
依
存
し
、

立
場
の

強
弱
は
ま
だ
結
局
す
る
と
こ
ろ
相
互
貿
易
の
重
要
程
度
の
相
達
、

詳
言
せ
ば
吾
闘
が
印
度
貿
易
営
必
要
左
す
る
程

度
と
)
印
度
が
日
本
貿
易
を
必
要
と
す
る
程
度
と
、
何
れ
が
大
な
る
か
の
勅
に
依
存
す
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
故
に
綿
て
の
不
平
等
性
を
こ
の
種
の
協
定
か
ら
釜
〈
排
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
併
し
兎
b
か
〈

事
責
と
し
て
存
在
す
る
不
平
等
性
は
、
そ
の
穂
て
の
排
除
を
曾
商
に
主
張
す
る
と
否
と
に
拘
ら
歩
、

一
騰
は
之
を

認
識
し
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
向
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
五
口
々
は
先
づ
第
一
に
、
現
行
の
日
印
協
定
に
内
在
す

る
不
平
等
性
を
検
討
す
る
こ
左
干
す
る
。
こ
の
不
平
等
性
に
も
ま
た
二
種
の
も
の
を
直
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
は
協
定
の
内
容
金
現
貫
の
貿
易
事
賓
と
卦
照
せ
し
む
る
場
合
に
生
中
る
不
公
正
ま
た
は
不
平
等
で
あ
り
、
二
は

目
印
協
定
回
改
訂
問
題

五
三
三

第
四
競

第
四
十
三
巻

J¥. 

B
J
4
3
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R
印
協
定
の
改
訂
問
題

第
四
寸
=
一
審

五

回

第
四
銃

lI.. 

協
定
の
内
容
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
不
平
等
性
で
あ
る
。
是
等
の
具
睡
的
な
論
議
は
後
に
本
論
に
お
い
て
取
扱
ふ

所
で
あ
る
。

第
二
に
、
現
行
協
定
の
有
殻
期
間
三
ヶ
年
の
う
ち
、
前
二
ヶ
年
聞
の
貫
施
成
績
は
今
日
す
で
に
明
ら
か
と
な
っ

て
ゐ
る
。
こ
の
寅
績
よ
り
見
て
、
日
印
協
定
ほ
果
し
て
雨
圃
の
粧
樺
上
に
如
何
な
る
影
響
営
及
ぼ
し
た
る
か
、
従

っ
て
ま
に
こ
の
協
定
は
銀
本
的
に
之
を
纏
績
せ
し
h
u
ぺ
き
か
或
は
破
棄
せ
し
む
べ
き
か
、
或
は
ま
た
如
何
な
る
改

訂
4T
加
へ
で
椎
繭
サ
し
か
べ
き
か
等
ゅ
の
問
題
aT
生
や
る
こ

ι
、
〉
た
る
。
，
」
の
場
合
に
最
'ph
悶
難
な
間
賠
1r
な
る

は
、
目
印
南
固
の
利
害
関
係
に
あ
る
。
雨
園
が
何
れ
も
白
岡
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
利
盆
金
主
張
す
る
の
は
、

臆
は
巳
h
u
e
e
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
併
し
雨
園
が
互
に
そ
の
自
利
ば
か
h
e
e
固
執
し
て
は
、
こ
の
種
の
協
定

の
如
き
は
成
立
し
待
な
い
。
相
互
に
互
譲
協
調
の
精
神
に
立
っ
て
、
一
慮
は
相
手
方
の
立
場
を
も
考
慮
す
る
だ
け

の
儀
都
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
且
つ
ま
に
こ
の
種
の
粧
棟
上
の
協
定
は
、
之
に
よ
っ
て
相
互
に
共
通
の
利
盆
を
う

る
場
合
が
少
〈
な
い
。
謂
は
ゆ
る
共
存
共
栄
こ
れ
で
あ
る
。
帥
ち
改
訂
問
題
を
協
定
の
貰
績
に
照
し
て
論
議
す
る

に
は
、
互
譲
協
調
と
共
事
共
築
と
を
目
標
と
し
て
進
h
u
べ
き
で
あ
る
。

要
す
る
に
目
印
協
定
の
改
訂
問
題
は
、
種
と
の
闘
際
的
お
よ
び
圏
内
的
の
立
場
よ
り
論
議
し
う
る
で
あ
ら
う
が

吾
々
は
何
れ
の
利
害
に
も
捉
は
る
h

こ
と
な
く
、
公
正
な
る
第
三
者
の
立
場
に
あ
っ
て
、

一
は
協
定
の
平
等
性
を

目
標
-
と
し
て
そ
の
改
訂
を
考
へ
、

一
は
雨
園
の
共
存
共
柴
を
目
標
と
し
て
そ
の
改
訂
を
検
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で

め
る
。



ニ
、
睡
量
協
定
に
関
す
る
諸
問
題

日
印
協
定
の
主
要
な
内
容
は
、
印
度
棉
花
と
日
本
綿
布
と
の
バ
ー
タ
ー
制
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之

に
は
種
互
の
駄
に
お
い
て
著
し
き
不
平
等
性
を
包
含
し
て
ゐ
・
る
。

第
一
に
、
根
本
的
の
問
題
は
、
こ
の
バ
ー
タ
ー
制
を
棉
花
と
綿
布
と
に
限
り
・
そ
の
他
の
商
品
を
会
〈
除
外
せ

&
黙
に
あ
る
。
之
は
そ
の
営
時
も
多
〈
論
議
せ
ら
れ
士
所
で
あ
る
が
、
後
に
も
諮
ぷ
る
が
如
〈
、
棉
花
と
綿
布
と

の
バ

I
M
F
-
で
は
、
慣
概
上
甚
だ
し
き
不
均
衡
と
な
っ
て
、
バ
ー
タ
ー
制
の

b
つ
本
来
の
意
義
は
全

t
失
は
れ
亡

ゐ
円
。
。
債
観
念
ほ
三
拘
衡
に
近
か
ら
し
め
ん
に
め
に
は
、

日
ホ
綿
布
の
轍
出
量
-f
二
倍
以
上
ド
引
上
げ
る
か
、
印

度
棉
花
の
轍
入
量
を
字
分
以
下
に
引
下
げ
ね
ば
な
ら
歩
、
之
は
不
可
能
に
近
い
。
従
っ
て
こ
の
不
均
衡
を
矯
E
す

る
の
途
は
、
謂
は
ゆ
る
雑
貨
の
轍
出
に
侯
つ
外
な
い
が
、
現
行
の
協
定
に
は
之
に
闘
す
る
規
定
は
会

t
な
い
。
併

し
乍
一
ら
雑
多
の
商
品
の
バ
ー
タ
ー
制
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
賃
際
上
困
難
で
あ
る
か
ら
、
バ
ー
タ
ー
制
は
現
行
の

如
〈
棉
花
と
綿
布
と
の
聞
に
止
め
、
雑
貨
に
就
て
は
他
に
何
等
か
の
規
定
を
包
含
せ
し
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
例
へ

ば
雑
貨
に
劃
す
る
閥
税
制
限
協
定
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
行
協
定
の
内
容
改
訂
と
一
言
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ

新
規
定
の
捕
入
で
は
あ
る
が
、
併
し
棉
花
、
と
綿
布
と
を
ヲ
ン
ク
す
る
よ
り
来
る
必
然
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
之
に

関
聯
し
て
営
然
に
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
に
こ
の
協
定
成
立
に
前
後
し
て
、
雑
貨
に
劃
す
る
闘
積
を
高
率
に

引
上
げ
、
そ
の
た
め
メ
叩
ノ
ヤ
ス
製
品
・
玩
具
・
陶
磁
器
等
の
輪
出
は
、
そ
の
後
の
二
年
間
に
著
し
〈
減
退
し
つ
h

め

民
印
協
定
。
故
訂
開
題

第
隠
す
三
品
官

五
三
五

第
一
回
続

丹、



百
叩
協
定
。
改
一
司
問
題

第
四
十
三
巻

第
四
貌

J¥. 

聞

五
三
六

るJ)。
第
二
に
、
棉
花
正
綿
布
と
の
バ
ー
タ
ー
制
は
、
相
互
交
換
の
卒
等
原
理
に
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
現
行
協

定
は
必
宇
し
も

3
う
で
は
な
い
。
郎
ち
一
定
量
の
棉
花
の
轍
入
を
前
提
と
し
て
の
み
、
綿
布
の
轍
出
を
な
し
う
る

こ
と
〉
な
っ
て
ゐ
る
。
之
は
後
に
越
ぷ
る
棉
花
年
度

k
綿
布
年
度
・
と
の
相
違
せ
る
賭
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
.

協
定
の
文
面
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
帥
ち
『
議
定
書
』
第
三
僚
に
ほ
士
一
棉
花
年
度
一
一
於
ア
棉
花
百
寓
俵
ガ

m
h
m
h
叩、叩凪
u

h

m

m

m

h

駒
市
町
、
h

w

w

川

、

、

、

m

w

m

m

h

w

h

冊
、
河
川
、
h
剛
、
可
刊
、

印
度
目
uy
日
本
岡
-
一
輪
出
中
こ
7
U
戸
、
ト
宅
コ
制
服
綿
布
年
皮
-
一
於
vy
日
本
開

E
P
印
皮
=
轍
出
恥
ご
ア
レ
得
ペ
ヰ

綿
布
数
量
六
基
準
割
営
量
三
億
二
千
五
百
高
ヤ
ー
ド
タ

Y

ペ
シ
』

(
H

『一口
hw

ロ)百円。円円。口可四回『

5 
2当巴
ロー 、 E
r;・ 5
ロー ロ

0'" 
:>J -g 

。『円曲者

B
C
Q
ロ
h
q
m
町一円勺
2
5
ι

『「0
5
H
D
己
伊
丹

c
γ
E♂
昨日

Hm
占
己
巴
同
月
一
昨
日
、

D
『

no口
D
2

同比町内角川目問。。仏国

BHH可

no
弓巾田市
O
ロ門出口問

可
m
m
w『
印

宮

山

--V町

田

V
m
w回
一
円

σ
m
m
H
H
V
O
R
m
円
四
『
『
D
S
』
ぷ
}mw

ロ
件
。
岡
田
己
宮
山
口

-P目

也
容
吉
巾
口
同

4
同
凶
同
出
ヨ
ニ
-
一
。
口
}
占
『
岳
山

u

之
に
よ
っ
て
印
棉
百
寓
俵
の
轍
入
は
前
提
的
に
優
先
的
に
基
礎
と
な
っ
て
、

円

0
2
0
ロ

同)一向一円叩目問
D
D
《同国

之
に
劃
し
て
日
本
綿
布
を
始
め
て
輪
出
し
う
る
こ
と
〉
な
っ
て
ゐ
る
。
之
は
皐
な
る
抽
象
的
理
論
の
問
題
で
は
な

こ
の
不
卒
等
な
る
根
本
的
精
神
が
、
後
に
遮
ぷ
る
が
如
〈
多
〈
の
具
腫
的
な
不
平
等
性
を
招
〈
乙
在
、
〉
な
っ

て
ゐ
る
。

第
三
に
、
基
準
数
量
と
し
て
の
棉
花
百
寓
俵
に
劃
す
る
綿
布
三
億
二
千
五
百
高
ヤ

1
ド
並
び
に
最
高
数
量
と
し

て
の
棉
花
百
五
十
寓
俵
に
劃
す
る
綿
布
四
億
ヤ
ー
ド
と
い
ふ
戴
量
も
ま
た
問
題
で
あ
る
。
何
を
標
準
と
し
て
是
等

の
数
量
を
決
定
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

h
r

、
〉
る
場
合
に
一
醸
の
標
準
と
な
る
過
去
の
賓
績
を
見
る
に
、
過
去

5・p. 料
照
費

参
考

表
参一一一易
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三
ヶ
年
平
均
の
敷
量
は
、
印
度
側
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
棉
花
百

O
六
高
低
・
綿
布
四
億
二
千
二
百
寓
ャ

I
ド
で
あ

る
。
こ
の
現
賓
の
貿
易
数
量
を
標
準
と
し
て
、
協
定
敷
量
を
定
め
に
と
す
れ
ば
、
棉
花
の
基
準
載
量
百
寓
俵
は
略

ミ
現
賓
数
量
に
近
〈
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
綿
布
の
基
準
数
量
も
現
買
に
近
〈
四
億
ヤ
ー
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
然
る
に
協
定
は
之
を
三
億
二
千
五
百
高
ヤ

l
v
と
定
め
、
四
億
ヤ
ー
ド
は
却
っ
て
最
高
数
量
と
な
っ
て
ゐ

る
。
之
を
最
高
と
す
る
な
ら
ば
、
棉
花
百
高
俵
も
最
高
数
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
に
前
日
い
連
ぺ
た
る
現
貫

の
事
賓
と
劃
比
し
て
の
協
定
内
容
の
不
平
等
性
の
一
つ
が
あ
る
。
従
っ
て
後
に
撞
ぷ
与
が
如
〈
協
定
成
立
後
の
現

賓
の
貿
易
も
ま
た
、
甚
だ
し
く
協
定
数
量
か
ら
遺
F
か
る
の
結
呆
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ヌ
ラ
イ
テ
イ
ふ
グ
酢
〆
ヴ

lHμ

第
四
に
、
伸
縮
鍛
回
一
員
の
規
定
色
ま
れ
1

事
官
2
は
闘
係
な
く
協
定
内
容
Z
の
も
の
に
人
目
土

'
o
u
不
平
等
性
の

著
し
き
も
の
で
あ
る
。
剖
ち
棉
花
百
寓
俵
を
基
準
と
し
て
、

一
寓
俵
を
誠
や
る
毎
に
綿
布
二
百
高
ヤ

1
V
ぞ
控
除

す
る
に
反
し
、

一
寓
俵
を
増
す
毎
に
百
五
十
高
俵
を
増
加
し
う
る
こ
と
冶
な
っ
て
ゐ
る
。
之
は
不
平
等
に
吾
園
の

不
利
益
で
あ
る
。
百
寓
俵
劃
三
億
二
千
五
百
寓
ヤ

1
V
の
薮
字
よ
り
せ
ば
、
棉
花
一
一
局
俵
の
増
減
に
劃
し
て
は
、

増
減
と
色
に
綿
布
三
百
二
十
五
寓
ャ

I
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら
争
、
般
hJ
に
二
百
高
ヤ

1
ド
と
し
て
一
色
、
増
蹴
と
色

に
等
し
く
二
一
向
寓
ヤ
ー
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
も
し
こ
の
勤
が
平
等
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
協
定
第
一
年
度

の
棉
花
輪
入
量
二
一
白

O
五
高
三
千
俵
に
劃
し
て
は
、
姑
ら
〈
最
高
限
度
を
無
頑
す
れ
ば
、
綿
布
五
億
三
千
五
百
高

ヤ
l
v
を
轍
出
し
う
べ
く
、
ま
た
第
二
年
度
の
棉
花
轍
入
量
百
六
十
一
高
一
千
俵
に
劃
し
て
は
綿
布
四
億
四
千
七

百
高
ヤ

l
ド
を
輪
出
し
う
る
筈
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
こ
の
不
平
等
性
は
最
も
明
白
で
あ
っ
て
、
何
人
も
否
定
す

目
印
協
定
自
改
訂
問
題

第
四
十
=
一
巻

五
三
七

第
四
銃

八
五

拙稿、目印貿易の再検討、第七表参照
同一ヒ、第十表参照

4) 
5) 



目
印
協
定
申
改
訂
問
題

第
四
十
三
轡

第
四
競

八
六

五
三
八

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
五
に
、
最
高
数
量
に
闘
す
る
協
定
も
ま
た
、
不
平
等
性
の
著
し
き
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
等
し
〈
最
大
数
量

で
は
あ
っ
て
も
、
棉
花
に
封
す
る
と
綿
布
に
劃
す
る
と
は
、
ぞ
の
意
味
を
異
に
す
る
。
詳
言
せ
ば
印
度
側
の
棉
花

百
五
十
寓
俵
は
一
ヶ
年
に
轍
入
す
る
一
蟻
の
最
大
数
量
に
過
ぎ
争
、

た
Y
之
を
超
過
す
る
数
量
は
、
翌
年
度
に
繰

越
し
て
之
金
算
入
す
る

E
一
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
日
本
側
の
最
高
殿
畳
綿
布
四
億
キ

l
ド
は
、
縄
掛
的
の
最

高
限
度
で
あ
っ
て
、
引
州
何
ナ
Y
場
介
一
日
於
テ
川
町
一
綿
布
年
皮
ニ
調

ν
凹
億
ヤ
ー
ド
ア
鵡
且
ザ

Y
ベ
シ
〕
〈
議
定
者

第
三
焼
弓
)
と
な
っ
て
ゐ
て
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
し
さ
へ
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

t
y
併
し
斯
〈
の
如
〈
無
理
な

る
規
定
は
貫
行
上
到
底
困
難
で
あ
っ
て
、
現
に
第
一
年
度
の
綿
布
純
轍
出
量
は
四
億
六
百
高
ャ

l
ド
、
第
二
年
度

は
四
億
六
千
寓
ヤ

l
r
と
な
っ
て
ゐ
る
。
第
二
に
最
大
教
量
そ
の
も
の
も
決
し
て
合
理
的
で
は
な
い
。
先
に
も
神
地

ぷ
る
が
如
く
、
協
定
前
ゴ
一
ク
年
の
貫
蹟
は
、
ほ
Y
棉
花
百
高
俵
に
劃
す
る
綿
布
四
億
ヤ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
偲
り
に

之
を
標
準
と
す
る
な
ら
ば
棉
花
最
高
百
五
十
寓
俵
に
劃
す
る
綿
布
最
高
数
量
は
六
億
ヤ
ー
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
之
を
四
億
ヤ
ー
ド
に
限
定
す
る
が
如
き
は
、
事
貫
hr
無
視
せ
る
も
の
で
め
っ
て
、
従
っ
て
ま
た
協
定
後
の
賓

際
に
於
で
も
賃
現
困
難
と
な
ら

F
る
を
特
な
い
。
第
三
に
超
過
載
量
の
繰
越
し
に
闘
す
る
規
定
も
明
確
で
は
な

い
パ
。
百
五
十
高
俵
の
最
大
数
量
全
超
過
せ
る
棉
花
は
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て
計
算
せ
ら
る
べ
き
は
明
ら
か
で
は
ゐ

る
が
、
翌
年
度
の
み
の
轍
入
が
更
に
超
過
数
量
を
出
し
た
場
合
、
こ
の
雨
者
の
A
口
計
が
第
三
年
度
に
繰
越
す
か
、

ま
た
は
第
二
年
度
の
超
過
数
量
の
み
が
第
三
年
度
に
操
越
す
か
、
之
は
恐
ら
く
営
時
に
お
い
て
は
操
想
せ
ぎ
り
し

，、dnr 
料
照
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世
帯
賞
で
あ
っ
て
、
そ
れ
丈
け
棉
花
轍
入
は
珠
想
以
上
に
多
量
な
る
こ
と
を
寅
寵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
勤
に

闘
す
る
協
定
の
内
容
は
必
中
し
も
明
確
な
ら
争
、
そ
の
解
樺
に
闘
す
る
彼
我
の
意
見
は
資
立
し
て
、
恐
ら
〈
今
次

の
再
合
商
に
お
け
る
最
初
の
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
想
は
る
ち
が
、
改
訂
に
営
つ
て
は
こ
の
黙
を
明
白
に
規
定
す

ふ
必
要
が
あ
り
、
旦
つ
超
過
裁
量
は
協
定
の
有
裁
に
櫨
晴
晴
す
る
限
'q
有
地
浪
に
留
保
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
、
交
換
貿
易
に
闘
す
る
諸
問
題

パ
ー
タ

l

次
h
z
E
L
-
ノ

C
自
主
・
白
申
官
芝
白
同
司
こ
閣
t
d
E
踏
ま
宜
上

D

K
・-ド亨件
1

・r
h
F
〉

L玉
9
5
z
b
D
で
ち
5
e
p
、

I
J

一4
2

t

1

L

W

4

4

l

・
4
珂
一
4
2
J
4す
川
M
u
t
t
H
v
d
合

4
3
1
1

『

J
L
一
/
f
A
E叶

A

Y

d

v

t

I

川

山

d

t

v

J

t

d

J

」

こ
り
t

〈

他
に
も
尚
ほ
之
に
閥
僻
し
て
指
摘
し
う
る
不
平
等
性
は
少

t
な
い
。

第
一
は
、
歎
量
協
定
の
裏
面
に
流
る
〉
償
額
聞
係
で
あ
る
。
元
来
バ
ー
タ
ー
制
の
有
す
る
意
義
は
、
貿
易
の
個

別
的
均
衡
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
賄
よ
り
言
へ
ば
、
数
量
協
定
よ
り
も
寧
ろ
償
額
協
定
を
理
想
的
と
す

ぺ
〈
、
倒
~
ぱ
封
印
轍
入
二
億
固
に
封
し
て
封
印
輪
出
二
億
圃
と
言
ふ
炉
知
〈
協
定
す
ぺ
き
で
あ
る
。
然
る
に
寅

際
に
お
い
て
は
こ
の
種
の
債
額
協
定
は
賃
行
上
の
困
難
を
伴
ふ
か
ら
、
現
貫
の
バ
ー
タ
ー
制
の
多
〈
は
、
特
定
商

品
の
一
定
数
量
を
相
互
に
交
換
す
る
規
定
と
な
る
色
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
バ

I
タ
l
本
来
の
趣
旨
よ
ら

稽
へ
て
、
常
に
そ
の
裏
面
に
流
る
冶
償
額
の
均
衡
如
何
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
き
に
も
遮
ぷ
る
が
如
〈
、
基

描
・
敷
量
と
し
て
の
棉
花
百
高
俵
に
劃
す
る
綿
布
三
億
二
千
五
百
寓
ャ
!
ド
並
び
に
最
高
数
量
と
し
て
の
棉
花
百
五

十
寓
俵
に
劃
す
る
綿
布
四
億
ヤ
ー
ド
は
、
こ
の
裁
量
そ
の
も
の
が
既
に
多
〈
の
問
題
を
含
ん
で
ゐ
る
の
み
な
ら
宇

日
印
協
定
の
改
訂
問
題

J¥. 

七

第
四
十
=
一
巻

五

九

第
四
披

拙著、貿易統制の研究、第一緒第十章歩nf!



日
印
協
定
の
改
訂
問
題

凡
九

第
四
十
三
巻

五
回
。

第
四
銃

之
を
償
額
に
・
お
い
て
考
察
す
る
場
合
に
は
、
更
に
著
し
〈
そ
の
不
平
等
性
を
現
は
す
こ
と
冶
な
る
。
勿
論
債
格
襲

動
の
著
し
き
是
等
の
商
品
に
つ
い
て
、
正
確
に
償
額
闘
係
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
め
る
が
、
ぞ
の
品
目
時
に
お

い
で
惇
へ
ら
れ
た
所
で
は
、
最
高
数
量
の
債
額
闘
係
は
、
棉
花
一
一
億
八
千
寓
固
に
劃
す
る
綿
布
七
千
寓
聞
と
算
定

さ
仏
、
従
っ
て
基
準
数
量
の
そ
れ
は
一
一
億
二
千
寓
闘
に
掛
す
る
五
千
六
百
高
閣
と
な
る
。
卸
も
そ
の
割
合
は
ほ
Y

一
主
了
五
に
営
、
り
、
甚
だ
し
き
不
均
衡
を
示
し
て
、

バ
ー
タ
ー
制
の
趣
旨
は
全
く
浸
却
き
れ
て
ゐ
る
。

さ
き
に
色

描
ぷ
る
が
如
〈
基
準
教
品
開
一
Jf
」
百
寓
俵
湖
四
億
ヤ
ー
ド
と
し
、

主
反
日
・
司
峠
孔
主
由
民

Z
Z
L十
寄
食
品
判
」
~
』

γ
1
r
t

，，lf

J
k
'
1
F
4
』
E
Z
1
'
ζ
-
t
-【

J
E
y
t
r

，ZJ=二
ノ
ふ

Z

4

4

司
切
一
三
月
刊

H
4

ぱ
、
償
額
闘
係
は
一
億
ニ
千
高
岡
劃
七
千
寓
国
お
よ
び
一
一
億
八
千
高
園
劃
一
一
億
五
百
寓
園
と
な
り
、
や
冶
均
衡
に
誼

づ
〈
け
れ

E
志
向
ほ
甚
だ
し
き
不
均
衝
で
あ
る
。

所
詮
棉
花
器
一
綿
布
の
交
換
の
み
で
は
、
償
額
的
均
衡
は
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、
さ
き
に
も
述
ぷ
る
が
如
〈
.
、
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
雑
貨
轍
出
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
不
平
等
性
の
緩
和
を
計
る
必
要
が
生
や
る
わ
り
で
あ
る
。

第
二
に
、
棉
花
年
度
・
綿
布
年
度
の
協
定
に
も
亦
、
こ
の
協
定
の
不
平
等
性
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
棉
花
牟

度
は
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
規
定
せ
ら
る
、
に
反
し
、
綿
布
年
度
は
三
ヶ
月
お
〈
れ
て
四
月
一

日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
相
違
は
商
品
そ
の
も
の
h
技
術
的
年
度
ま
た
は
経

油
開
的
年
度
よ
り
来
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
印
度
棉
花
の
耕
作
年
度
は
九
月
よ
り
翌
年
八
月
に
わ
た
り
、
ま
た

ぞ
の
轍
出
年
度
は
四
月
よ
り
翌
年
三
月
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
吾
闘
の
綿
布
轍
出
年
度
は
一
月
よ
り
十
二
月
に

至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
率
直
に
右
の
事
貰
に
基
づ
〈
年
度
を
規
定
す
る
な
ら
ば
、
協
定
内
容
と
は
会
〈
謹

ι、
拙著、前掲書、 p・232・2) 



棉
花
年
度
を
四
月
|
|
i
三
月
と
し
、
綿
布
年
度
を
一
月
|
|
十
二
月
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
些
冷
た
る
事
責
の

如
く
に
し
て
、
買
は
白
河
協
定
に
お
け
る
根
本
的
態
度
の
不
平
等
性
を
曝
露
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
指

摘
せ
る
如

t
、
こ
の
バ
ー
タ
ー
制
は
相

E
交
換
の
平
等
原
則
に
立
つ
志
の
で
は
な
く
、
印
度
棉
花
の
轍
入
を
前
提

的
に
優
先
的
に
認
め
に
る
後
、
之
を
基
準
と
し
て
日
本
綿
布
の
輪
出
を
認
め
た
も
の
で
め
る
。
そ
こ
で
年
度
の
規

定
に
嘗
つ
で
も
、
現
貨
の
賞
般
に
反
し
て
ま
で
も
先
づ
印
度
棉
花
の
年
度
を
先
行
せ
し
め
、
そ
の
轍
入
股
畑
山
を
見

極
め
た
る
後
、
之
を
基
準
と
し
て
綿
布
輪
出
セ
な
し
う
る
様
に
、
一
ニ
ヶ
月
を
語
ら
せ
て
綿
布
年
度
を
開
始
せ
し
め

た
色
の
で
あ
る
。
之
を
如
何
に
改
訂
す
ぺ
詰
切
れ
刊
は
問
題
で
あ
る
が
、
相
互
交
換
の
平
等
原
則
を
根
本
的
に
樹
立
せ

し
か
ぺ
き
こ

t
J
M一一一日ふ
i
n
T
E
h
u
v
い

φ

協
定
成
立
官
時
の
情
勢
は
別
正
し
て
島
根
本
的
い
い
は
印
棉
轍
λ
を
必
.
按
L
M

す
る
吾
闘
の
事
情
と
、
そ
の
轍
出
を
必
要
と
す
る
印
度
の
事
情
と
の
聞
に
は
、
何
等
の
相
蓮
も
認
め
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
季
節
的
割
嘗
の
有
無
も
ま
た
、

一
つ
の
不
平
等
性
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
卸
ち
印
度
棉

花
の
轍
入
に
は
何
等
の
季
節
的
制
限
を
附
せ
子
、

一
年
を
通
じ
て
最
大
百
五
十
寓
俵
と
規
定
せ
ら
る
〉
に
反
し
、

日
本
綿
布
の
輪
出
は
一
ヶ
年
を
二
分
し
て
、
前
半
期
に
二
億
ヤ
ー
ド
、
後
学
期
に
二
億
ヤ
ー
ド
と
い
ふ
制
限
を
附

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
種
の
季
節
的
割
営
の
有
無
は
、
結
局
に
お
い
て
相
互
轍
出
の
難
民
揮
を
結
果
す
る
こ
と
〉
な

り
、
此
黙
に
お
い
て
色
吾
園
は
不
利
益
の
地
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し
周
知
の
知
〈
何
れ
の
貿
易
品
に
も
季
節

的
品
質
動
は
免
れ
な
い
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
此
の
襲
動
に
恰
か
色
一
致
す
る
様
に
季
節
的
割
営
を
輿
へ
ら
る

目
印
協
定
の
改
訂
問
題

第
回
十
三
巻

五:
四

第
四
競

，'-
九

奥村正太郎氏、輪出統制由一例(r締業時制一世事ニ巻第七鵠参照)3) 



目
印
協
定
。
改
訂
問
題

第
四
十
三
巻

五
回

t
p
四
競

ブL
O 

〉
な
ら
ば
、
輪
出
障
害
は
比
較
的
に
少
な
い
け
れ
ど
も
、
出
向
ほ
一
ヶ
年
を
遁
じ
て
自
由
に
轍
出
し
う
る
場
合
の
比

較
で
は
な
い
。
出
ん
や
季
節
的
品
質
動
と
相
違
し
ま
十
一
は
之
と
相
反
す
る
が
如
き
季
節
的
割
営
を
輿
へ
ら
る
h
場
合

に
は
、
そ
の
割
常
は
徒
に
盛
名
に
終
っ
て
現
買
に
之
を
輪
出
し
う
る
も
の
で
は
な
川
。
四
億
ヤ
ー
ド
の
綿
布
轍
出

が
、
前
後
二
期
仁
等
分
ド
二
分
3
れ
て
ゐ
る
現
行
協
定
は
、

後
午
期
を
輸
出
期
と
す
る
吾
闘
に
と
っ
て
不
利
益
で

、
ノ
'
〉

O

J
d
f仁、

d
H
a
"
-
)
-
、リ
~
t
I
、
h

1

1

3

)

「
7
ま
誕
百

k
i〉
E
E
:
F
/岨
『

1
・‘

寸
二
ド

t
L
-イ
禾
自
主
h
k
f
I
E
4
0
円，、

U
白
川
寸
』
私

1
勤

H
G
江
主

l
A
T
L
隠
ト
『
れ
T

現
貨
の
陣
容
し
し
は
な

っ
て
ゐ
な
い
け
れ
ど
も
、
輸
出
鈍
化
の
傾
向
含
一
不
寸
場
合
に
は
問
題
k
な
る
で
あ
ら
う
。

W
H
1
・2
b
a
-
み
J

e

-

、M

、Z
4
i》
長
白
首
ト

ト
中
止

I
4
J
コ
サ
司
令
7E

る
此
の
種
の
制
限
は
、
こ
の
機
舎
に
撤
廃
し
お
〈
に
如
く
は
な
い
。

第
四
に
、
目
印
協
定
に
含
ま
る
〉
閥
枕
の
協
定
に
も
問
題
が
あ
る
。
周
知
の
如
〈
元
来
こ
の
協
定
の
成
立
は
、

閲
税
問
題
に
出
接
し
た
も
の
で
あ
る
。
却
も
日
本
綿
布
に
劃
し
て
従
債
七
割
五
分
、
英
園
綿
布
に
劃
し
て
二
割
五

分
k
い
ふ
極
端
な
る
差
別
闘
稜
は
、
吾
闘
の
営
業
者
を
憤
激
せ
し
め
て
遂
に
印
棉
不
買
の
断
行
と
な
旬
、
ぞ
の
結

果
と
し
て
目
印
舎
商
と
な
り
、
協
定
成
立
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
協
定
の
結
果
は
従
僕
五
割
に
引
下
げ
ら
れ
て

ほ
ゐ
る
が
、
併
し
英
岡
綿
布
と
の
聞
に
は
尚
ほ
二
割
五
分
の
差
別
待
遇
炉
建
っ
て
ゐ
だ
。
然
る
に
本
年
六
月
に
至

っ
て
、
印
度
は
劃
英
関
税
の
み
を
更
に
引
下
げ
る
こ
と
h

な
っ
た
か
ら
、
吾
圃
は
相
封
的
に
は
閥
税
を
引
上
げ
ら

れ
た
こ
と
〉
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、

J

さ
き
に
吾
園
が
七
割
五
分
の
闘
税
に
憤
散
し
た
の
は
.
そ
の
高
率

閥
枇
を
問
題
に
し
た
の
か
、
ま
た
は
英
圃
と
の
聞
の
差
別
闘
耽
を
問
題
に
し
た
の
か
に
在
る
。
元
来
一
闘
が
白
岡

産
業
保
護
の
立
場
か
ら
高
率
闘
税
を
課
し
た
と
し
て
も
、
闘
税
局
主
植
を
有
す
る
以
上
は
、
外
岡
よ
り
之
hv
如
何

抑署、貿易統制の研究4) 



と
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
ち
し
印
度
が
純
粋
に
自
国
産
業
保
護
の
立
場
よ
り
す
る
も
の
な
ら
ば
、
七
割
五

分
の
閥
杭
色
ま
た
己
か
を
得
な
い
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
そ
れ
な
ら
ば
英
固
と
の
聞
に
差
別
閲
読
を
設

〈
石
理
由
は
な
い
。
印
度
産
業
に
及
ぽ
す
影
響
は
、

日
本
口
叩
た
る
と
英
園
口
問
た
る
と
に
よ
っ
て
差
等
は
め
り
梓
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
吾
聞
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
高
率
闘
税
よ
hJ
色
寧
ろ
そ
の
差
別
闘
税
に
あ
る
ぺ
き
筈

-
で
あ
る
。
こ
の
理
論
を
認
な
る
な
ら
ば
、
現
行
協
定
の
閥
穂
規
定
は
、
従
債
五
割
と
い
ふ
が
如
き
絡
封
的
規
定
を

避
け
て
、
倒
へ
ば
閥
耽
最
低
圃
(
英
岡
)
と
の
差
等
を
二
割
五
分
以
上
た
ら
し
め
す
'
と
い
ふ
が
如
き
相
劃
判
的
規
定
と

な
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
現
行
の
如
き
絶
封
的
規
定
で
は
、
般
-qJ
に
共
後
に
護
っ
て
英
悶
綿
布
JT
無
税
と
す
る

:
〔
」
!

'

3

1

t

l

、E
2
a
t
f，

脇
淀
陸
両
仁
止
り
る
カ
和
主
新
主
知
揺
仁
謹

韓
じ
た
と
し
て
も
w

之
を
如
何
と
も
す
べ
か
ら

5
る
に
至
4
0
0

ぞ
れ
故
に
闘
積
規
定
を
卦
英
闘
稜
と
係
ら
し
め
て
、

そ
の
差
等
率
だ
け
を
相
劃
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
た
Y

に
五
回
岡
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
に
止
ま
ら
す
、
問
題
毅

生
の
由
来
よ
り
見
て
、
最
も
合
理
的
な
る
改
訂
で
あ
忍
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

回
、
責
施
成
績
よ
り
見
た
各
諸
問
題

日
印
協
定
成
立
後
二
ヶ
年
の
貫
施
成
績
よ
り
見
て
、
如
何
な
石
黙
を
改
訂
す
ぺ
き
か
、

先
づ
第
一
に
、
目
印
貿
易
会
睡
よ
り
見
て
、
如
何
な
る
貨
蹟
を
め
げ
て
ゐ
る
か
、
之
を
協
定
前
の
二
ヶ
年
と
卦

照
し
、
且
つ
日
印
雨
園
側
の
数
字
を
示
せ
ば
第
一
表
の
如
〈
で
あ
〆
る
。

日
印
協
定
白
改
訂
問
題

第
四
十
三
巻

五
四
三

第
四
競

九



第

日

本

側

回

数

字

引

印

度

側

の

数

字

町

一

l

阿
川
崎
回
同
同
問
H
開
凧
脚
内
閣
l
l
匡
戸
川
川
崎
同
四
岡
山
樹
齢
凶
H
門
同
一

一

一

千

円

一

一

-

-

一

一

圃

一
昭
和
七
年
一
一
九
一
一
、
四
九
二
一
一
六
、
八
六
五
一
出
室
、
さ
孟
一
室
了
三
三
平
一
一
z
九
量
一
一
三
品
、
四
一

L
悶

三

宮

一

-

協
定
前
一
昭
和
八
年
一
ニ
白
玉
、
一
重
一
一
口
回
、
主
主
出
圏
一
孟
一
九
三
上
雪
一
年
一
一
言
、
老
六
一
一
-
一
九
、
五
一
♀
入
室
、
一
宍
迄

一

計

一

莞

昔

、

皇

呈

一

、

呈

出

実

、

8
A

計

十

一

妻

、

一

室

一

一

一

夫

、

室

入

麦

、

1
1
1
1
1
1
1叶
1
1
1
1
1
-
-
J
I
l
l
i
-
-
J
I
↓1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
」
1

1

1

1

1
」
ー
ー

一
一
喝
年
一
一
一
夫
、

z
g一
一
一
八
九
、
宅
一
一
入
壬
.
豊
一
一
一
九
一
年
一
豆
、
歪
一

協

定

12
一

四

年

一

コ

E
P、E
一
三
吾
、
主
'
一

λ

5
・D
S
h
h
一
一
恥
年
~
一
コ
如
、
九
九
団
一

ハいレ一一一一一
iz--浮
片
平
ド
1ji「

一

一

千

円

↑

一

-

一

一

一
帯
額
一
帯
一
宗
、
三
三
靖
一
石
一
=
一
、
三
五
一
入
増
一
芝
、
E
Q
晶
噌
額
一
帯
量
、
=
一
七
二
一
帯

前

後

比

較

一

一

Mm
一

一

-

一

一

一

一

ド

一

一
帯
感
・
一
噌
一
元
・
一
E

帝
人
軍
・
一
一
一
帯
一
宅
・
-
-
帯
率
一
帯
子
山
一
帯

臼
印
協
定
。
改
訂
問
題

第
四
十
三
巻

表

目

印

貿

易

総

額

減減

誠減

五
回
四

第
四
披

大4

犬
、
三
五
一
入
減

一
千
八
一
減

阿
園
側
の
数
字
は
必
十
し
も
正
確
に
一
致
し
な
い
け
れ

E
も
、
併
し
次
の
諸
勤
に
お
い
て
は
一
致
し
て
ゐ
る
。

即
ち
協
定
後
の
貿
易
は
一
輸
出
も
轍
入
も
著
し
く
増
加
し
て
ゐ
る
。
ニ
吾
聞
は
轍
出
よ
ち
も
輸
入
仁
お
い
て
著
し

-
〈
増
加
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
印
度
は
轍
入
よ
り
も
轍
出
に
お
い
て
著
し
〈
増
加
し
て
ゐ
る
。
三
五
口
圃
は
協
定
前
の

出
超
か
ら
入
超
に
轄
じ
て
ゐ
る
。
印
度
側
で
は
前
後
と
も
仁
入
超
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
併
し
入
超
の
坦
程
度
は
著
し

〈
蹴
返
し
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
故
に
日
印
貿
易
会
瞳
よ
り
見
る
時
は
、
協
定
後
に
お
い
て
目
印
貿
易
は
著
し
〈
改
善
さ

れ
、
且
つ
日
本
の
轍
出
増
加
よ
り
も
、
印
度
の
輪
出
増
加
に
お
い
て
、

一
段
と
願
著
な
る
寅
蹟
を
め
げ
て
ゐ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

こ
の
協
定
を
績
績
す
る
こ
左
は
雨
園
経
済
じ
と
り
共
仁
利
益
で
あ

大蔵省、外岡貿易月表に撮る。
目印曾商準備委員曾、目印貿易参考資料に級品。金)



り

、、

且
っ
そ
の
利
益
は
印
度
側
に
お
い
て
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
が
剣
る
。

第
二
に
、
然
ら
ぱ
バ
ー
タ
ー
制
を
構
成
す
る
棉
花
i

と
綿
布
と
の
交
換
貿
易
は
、
協
定
後
円
い
お
い
て
如
何
な
る
寅

蹟
を
示
し
て
ゐ
る
か
、

い
ま
吾
園
の
数
字
に
従
っ
て
、
協
定
前
後
を
比
較
す
れ
ば
第
二
表
の
如
〈
な
る
。

第

ヨ昼

棉
花
と
締
布
と
の
交
換
貿
易

一

一

楠

花

調

印

入

一

一

償

額

一

数

量

一

一

昭

和

七

年

一

九

一

、

計

一

一

5
U一
一
一
嘉
一
」
一
了
時
一

一
協
定
前
一
昭
和
へ
午
一
一
定
、
完
J

一

一

之

一

一

三

九

宅

一

一

一
…
計
~
一
一
穴
口
、
包
囲
一
一
一
一
一
宙
人
一
向
、
町
田
内
一

-
Z
(

・内一

一

|

|

副

川

町

判

l
U
Lコ
ト
引
|
五
、
支
コ
一
四
ニ
・
二

一
協
定
後
一
昭
和
十
年
一
二
五
九
、
室
六
一

Ei--

三
一
一
玉
、
三
一
一
四
二
・
回
一

一

一

計

一

三

、

園

豆

歪

・

旦

一

一

do--一
一
回
子
百
一

わ
恥
引
配
到
引
引
剰
司
引
記
引
割
引
引
『
減

一

1
j

場
率
一
帯
宍
・
=
一
帯
皇
も
て
噌
室
・
八
一
帯

-6工
一
一
誠

波誠

轍

布

謝

キ
目
〕
叫

ん
己
、
さ
き
-
三
千
九
一

五
一
可
只
忠
一
一
一
山
一
&

八五、一八一〕一一七・ニ一

一
五
一
£
三
一
E
・回一

4
削
引
7

0

・一一誠一戸一-一・三被

債1締

妻美 zl義墨書|数
窒主主J書-註JT

論

完=二三|霊|出

thjh JE珂|
五百ー-1<， ={〕・回

一八・一-

一
一
三
三
一
千
波
八
・
回

一一・
4

減
豆
一
-
R

之
に
よ
れ
ば
吾
聞
の
棉
花
輪
入
は
、
協
定
後
に
お
い
て
約
二
倍
近
く
も
増
進
し
て
ゐ
る
。
棉
花
組
轍
入
に
艶
す

る
比
率
に
お
い
て
も
、

約
二
割
五
分
か
ら
コ
一
割
五
分
に
増
進
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て
綿
布
輪
出
は
協
定
後
に
お

い
て
却
っ
て
減
退
し
、

こ
と
に
償
額
よ
り
色
数
量
の
減
退
が
著
し
い
。
更
に
綿
布
締
輪
出
に
卦
す
る
比
率
に
お
い

て
-
頴
著
に
誠
退
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
目
印
協
定
の
結
果
は
、
印
度
の
劃
日
棉
花
輪
出
を
著
増
せ
し
め
る
左
反
封
に
、

白
印
協
定
回
一
改
訂
問
題

第
四
十
三
巻

五
四
五

第
四
披

;/u 

= 



目
印
協
定
の
改
訂
問
題

世
帯
閉
す
一
エ
を

五
四
六

第
四
銃

ブむ
回

吾
園
の
封
印
綿
布
轍
出
を
減
退
せ
し
h
u

る
こ
と
〉
な
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
バ
ー
タ
ー
制
に
よ
る
利
盆

は
、
吾
園
よ
り
も
寧
ろ
印
度
に
劃
し
て
、
蓮
か
に
大
な
る
も
の
を
膏
ら
し
つ
〉
あ
る
こ
と
が
剣
る
。

第
三
に
、
協
定
後
の
貸
蹟
を
協
定
内
容
の
棉
花
数
量
と
劃
比
す
る
仁
、
最
高
裁
量
百
五
十
寓
俵
を
謹
仁
突
破
し

て
、
再
聡
出
を
控
除
し
た
る
純
輸
入
は
、
第
一
年
度
二
百

O
五
高
三
千
俵
、
第
二
年
度
百
六
十
四
寓
一
千
俵
に
蓬

し
て
ゐ
る
。

従
っ
て
超
過
数
量
は
第
一
年
度
五
十
五
寓
三
千
俵
、

翌
年
度
に

第
二
年
度
十
四
寓
一
千
俵
と
な
り
、

繰
描
レ
計
滞
在
名
、

J

こ
と
〉
な
っ
た
の
こ
の
粘
土
り
見
お
も
亦
、

印
度
は
官
時
の
激
畑
山
刊
HJK
じ
棉
花
輪
出
を
な
し

得
セ
わ
け
で
あ
る
。

第
四
に
、
協
定
内
容
の
綿
布
教
量
を
協
定
後
の
貫
蹟
を
封
照
す
る
に
、
基
準
棉
花
百
寓
俵
以
上
の
毎
一
寓
俵
仁

っ
き
百
五
十
寓
碩
の
加
算
を
加
ふ
れ
ば
、
第
一
年
度
四
億
八
千
高
雨
、
第
二
年
度
四
億
二
千
寓
砺
と
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、
最
高
数
量
の
規
定
は
之
を
許
さ
な
い
こ
と
〉
な
る
。
貫
際
仁
は
再
轍
出
を
控
除
せ
る
純
輪
出
は
、
第
↓

年
度
四
億

O
六
百
寓
碍
、
第
二
年
度
は
四
億
六
千
高
橋
と
な
り
、
最
高
規
定
は
最
密
に
は
寅
現
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

之
は
現
行
協
定
の
貫
行
困
難
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
綿
布
の
品
種
別
規
定
に
闘
す
る
寅
蹟
を
見
る
に
、
さ
き
に
も
指
摘
せ
る
が
却
し
、
協
定
前
の
賞
賦
よ

り
せ
ば
晒
地
の
割
常
は
徐
り
に
過
少
で
あ
る
が
、
協
定
後
の
貫
蹟
に
お
い
て
も
、
第
一
年
度
は
晒
地
円
い
お
い
て
の

み
割
営
以
上
に
出
で
、
そ
の
他
の
品
種
は
何
れ
も
割
営
以
内
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
第
二
年
度
は
各
品
種
と
も
超
過

レ
て
ゐ
る
が
、
併
し
畑
地
に
お
い
て
最
も
大
き
い
。
是
等
の
結
よ
り
見
る
と
き
は
、
品
種
別
割
蛍
は
晒
地
に
お
い

拙稿、l 目印貿易の再検討、第「ー表参照。



で
不
営
に
少
い
こ
と
が
測
る
。
従
っ
て
晒
地
の
比
率
を
増
大
す
べ
き
こ
と
も
、
改
訂
事
項
の
一
つ
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。最

後
に
、
協
定
に
劃
す
る
雨
圃
の
期
待
は
、
会
腫
と
し
て
如
何
な
る
程
度
に
賞
現
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
害
闘
は
之

、‘，，

に
よ
っ
て
、
付
印
度
綿
布
市
場
を
維
持
し
、
二
印
度
棉
花
の
轍
入
を
確
保
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
が
、
前
越
の
如

，，.、

、‘，，

く
後
者
は
十
分
に
そ
の
目
的
を
達
し
て
ゐ
る
が
、
前
者
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
印
度
側
の
期
待
は
も
一

¥
B
ノ

、

}

ノ

1
ノ

桶
花
輪
出
市
場
を
確
保
し
、
二
囲
内
綿
業
を
保
護
し
、
三
英
園
商
品
を
保
護
す
る
に
あ
っ
た
が
、
↑
の
目
的
は
前

副
の
削
く
油
開
細
川
以
上
に
漫
せ
ら
れ

τゐ
る
。
去
に
印
度
綿
布
の
生
産
高
は
、
第

A

年
度
に
お
い
て
木
曾
有
の
増
加

と
な
hJ
、
和
三
十
四
億
に
遣
し
て
ゐ
各
か
ら
、
囲
内
産
業
保
護
の
目
的
色
遣
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
後
に
英
岡
綿
布

の
輪
入
比
率
は
、
第
一
年
度
は
吾
圃
の
二
一
九
・
六

μ
へ
の
減
退
に
劃
し
て
、
五
八
・
五

μ
に
増
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、

こ
〉
で
は
英
品
保
護
の
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
第
二
年
度
は
吾
岡
五
二
・
四
%
、
英
圃
四
六
・

四
%
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
〉
で
は
目
的
は
桂
せ
ら
れ
な
い
様
で
は
あ
る
が
、
併
し
促
り
に
此
の
協
定
な
く
し

て
、
日
英
雨
闘
の
自
由
競
守
に
委
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
吾
が
商
品
は
恐
ら
〈
著
増
し
て
ゐ
た
で
め
ら
う
。
こ
の

意
味
で
は
第
二
年
度
で
色
消
極
的
の
保
護
作
用
は
十
分
に
働
い
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
協
定
貸

施
の
結
果
よ
り
見
る
色
、
之
に
よ
っ
て
受
け
る
印
度
の
利
盆
は
、
五
口
固
に
比
し
謡
か
に
大
な
る
色
の
が
あ
る
。
然

ら
ぱ
改
訂
問
題
に
劃
す
る
印
度
側
の
主
張
は
如
何
。

目
印
協
定
の
改
訂
問
題

第
四
十
三
谷

:J;J. 
四
七

第
四
銃

九
五:



目
印
協
定
申
改
訂
問
題

第
四
十
二
一
巻

九
穴

五
四
八

第
四
競

五
、
印
度
側
の
主
張
す
る
改
訂
問
題

日
印
再
舎
商
の
経
過
は
明
ら
か
な
ら
守
、
従
っ
て
印
度
側
の
主
張
も
ま
だ
公
け
に
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
併
し
な

が
ら
俸
へ
ら
れ
る
所
で
は
『
印
度
政
府
の
目
印
命
日
商
に
於
げ
る
態
度
は
、
概
ね
民
間
代
表
提
出
の
勧
奨
に
擦
る
も

の
な
り
一
一
色
言
は
れ
、
そ
め
民
間
代
表
提
出
の
勘
奨
事
項
な
る
も
の
は
、
す
で
に
公
げ
に
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
之

に
よ
っ
て
略
ミ
印
度
側
の
主
張
す
る
改
訂
事
唄
そ
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ん
ー
そ
の
科
項
目
を
禍
げ
て
、
簡
単
仁
論

許
ιTF
加
ふ
る
乙
と
¥
す
る
。

『
印
度
民
間
代
表
の
政
府
提
出
勧
奨
事
勘

『
(
二
日
叩
協
定
貸
泊
以
来
、
目
印
問
貿
易
バ
ラ
ン
ス
境
轄
し
、
日
本
田
封
印
輪
出
搬
噌
し
た
る
が
、
印
度
よ
り
昭
一
韓
出
は
特
に
銑
銭
及
輝
子
に
於
て

披
減
せ

p
』

併
し
之
は
事
貫
に
反
し
て
ゐ
る
。

さ
き
の
第
一
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
印
度
側
の
数
字
に
従
ふ
も
、

貿
易
バ
ラ
ン
ス
は
却
っ
て
印
度
側
に
有
利
に
轄
換
し
、
日
本
の
艶
印
轍
出
の
増
加
せ

F
る
代
hJ
に
、
印
度
の
劃
日

轍
出
は
著
増
し
て
ゐ
る
。
こ
と
に
銑
鏡
の
如
き
は
著
し
〈
増
加
し
て
ゐ
る
。

『
(
二
}
日
本
は
過
去
平
均
百
六
十
世
間
俵
の
印
棉
を
購
入
し
居
る
所
、
右
は
日
本
の
必
要
に
基
〈
も
の
な
る
を
以
て
、
日
本
が
汎

-
T
l
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ

ー
を
以
て
棉
花
に
代
へ
ざ
る
限
P
、
日
本
由
貿
付
は
減
少
せ
ざ
る
べ
し
。
依
て
紡
績
閥
係
者
は
棉
花
業
者
に
欝
し
、
若
し
日
本
が
棉
花
購
入
を
拒
む

際
は
、
政
府
を
し
て
之
を
買
付
し
む
る
様
、
勧
誘
方
協
力
を
惜
空
ざ
る
・
と
共
に
、
右
政
府
に
依
る
柿
花
市
場
保
障
に
劃
し
同
様
協
力
す
べ
し
』

日
本
の
印
棉
轍
入
は
印
度
側
の
敷
字
に
よ
れ
ば
、
協
定
前
三
ヶ
年
平
均
に
て
約
百
寓
俵
に
過
ぎ
な
い
円
。
而
か
も

印
棉
消
費
寧
は
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
に
拘
ら
守
、
協
定
後
二
ヶ
年
平
均
は
約
百
八
十
寓
俵
に
上
っ
て
ゐ
る
。

ス

テ

日本綿織物封印輪出組合時報、第六十六鶴、昭和十一年九月九日。
外務省遁商局日報、昭和十一年七月二十三日械に蹄晶。
拙稿、目印貿易の再検討、第七表参照。
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イ
プ

y
・
フ
ァ
イ
バ
ー
の
問
題
は
枯
ら
く
別
と
す
る
も
、
最
近
で
は
南
米
棉
花
・
支
那
棉
花
等
の
重
要
を
加
へ
つ
』

あ
る
こ
と
は
事
貫
で
め
る
。

日
本
の
印
棉
蹴
逗
ま
た
は
印
棉
不
買
に
劃
し
て
、
印
度
政
府
の
買
上
げ
を
色
っ
て
封

抗
し
う
る
か
は
問
題
で
あ
ら
う
。

『
(
=
一
)
日
本
よ

p
m
綿
布
・
7

z

y
ッ
・
綿
製
衣
服
及
人
絹
製
品
輸
入
数
量
。
維
持
は
、
印
度
紡
続
工
業
白
需
要
を
阻
害
し
周
り
、
常
業
者
は
之
が
輸
入

の
咽
塩
崎
叫
を
計
り
、
結
局
印
度
目
聞
を
以
て
金
需
要
を
恋
た
ず
に
至
る
べ
き
を
要
望
し
居
れ

p
o』

併
し
な
が
ら
綿
布
に
闘
す
る
限
り
、
協
定
後
の
印
度
綿
布
生
産
高
は
前
越
の
如
〈
激
増
し
て
ゐ
る
。
畑
山
ん
や
人

絹
製
品
が
締
布
以
上
に
印
度
入
絹
業
を
底
追
ぜ
り
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
印
度
。
か
是
等
商
品
の
完
全
な
る
自
給
自

尽
を
目
標
と

υτ
準

υ'」H
F

」
は
薄
い
が
、

現
在
の
工
業
相
程
度
砂
も
っ
て
外
岡
ロ
仰
を
阻
止
す
る
こ
主
は

h

団
地
大
日
名

犠
牲
を
岡
民
に
強
要
す
る
志
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
や
岡
内
産
業
の
保
護
な
ら
ば
、

日
英
聞
の
差
別
閥
枕
を
撤
威

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

『
(
四
)
依
て
民
間
代
表
者
は
印
繍
買
付
に
闘
す
る
協
定
は
、
現
在
の
ま
込
存
績
ず
る
一
方
、
日
本
綿
布
が
年
五
千
薦
砺
減
少
せ
し
む
べ
き
皆
、
政
府
に

劃
し
一
致
の
意
見
を
翻
奨
ナ
。

『
(
五
)
右
減
額
は
印
度
輸
入
日
本
締
布
が
年
五
千
蔦
磁
、
ア
フ
ガ

Y
及
ネ
パ
ー
ル
に
再
検
出
せ
ら
れ
居
る
費
情
に
基
礎
を
置
き
た
る
も
の
な
り
己

さ
き
に
目
印
協
定
の
不
平
等
性
を
是
正
し
て
卦
等
交
換
と
な
す
べ
し
と
の
立
場
よ
り
、
印
棉
買
付
を
そ
の
ま
h

に
し
て
、
綿
布
の
基
準
歎
量
を
四
億
晴
、
最
高
数
量
を
六
億
碕
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
に
吾
冷
の
見
解
と
は
、

甚
だ
し
き
懸
隔
で
ゐ
る
。
印
度
側
の
根
擦
と
す
る
再
轍
出
は
、
若
し
そ
の
二
園
が
外
国
な
ら
ば
、
協
定
に
従
っ
て

嘗
然
に
控
除
さ
る
べ
く
、
園
内
な
ら
ば
四
億
碕
に
包
含
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

目
印
協
定
の
改
訂
問
題

第
四
十
一
一
一
巻

五
四
九

第
四
漉

九
七



目
印
協
定
の
改
訂
問
題

第
凶
十
三
谷

五
五

O

第
凶
統

1u 
A 

『
{
六
)

7

Z

ン
ツ
斡
入
は
重
大
問
題
と
な

H
居
る
に
付
、
之
に
ク
オ
l
n
?
を
適
用
し
、
そ
の
数
量
は
綿
布
の
ク
オ
ー
ダ
均
二
分
五
歴
を
超
過
せ
ざ
る
こ
と
c

『
(
七
)
人
絹
織
物
検
入
噌
加
に
願
み
、
之
圭
一
般
締
布
ク
オ
1
B
?
に
包
括
せ
し
む
る
こ
と
。

『
(
八
)
綿
製
衣
類
も
阿
様
ク
オ

1
タ
に
包
合
せ
し
仕
る
こ
と
0
』

之
は
現
行
協
定
の
範
園
を
横
大
し
て
、
他
の
諸
商
品
を
も
包
含
せ
ん
と
す
る
主
張
で
あ
る
が
、
之
に
ク
オ
!
タ

を
趨
用
せ
よ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

現
行
協
定
は
棉
花
と
綿
布
と
の
バ

1
タ
ー
で
あ
る
が
、
謂
ふ
意
味
ほ
恐
ら
〈

是
等
商
品
に
闘
す
る
輸
入
制
限
僚
項
砂
捕
入
せ
ん
主
す
る
志
の
で
あ
ら
う
。

吾
々
は
寧
ろ
バ

l
タ
ー
を
現
行
の
如

1

0

引
日
U
1
口
'
a

レ
」
〉
、

J
J
¥
1
-
-

試
作
[
陀

'
t
u
u
L
U
A
ν

L

C
〕
挺

3
耳
目
ご
)
.
、
与
日
町
「
ヨ
E
E
r
3
:
h
こ

副
叩
川
〆
街

U
会
買
f

J

L

「
ペ
事
者
レ
』
〈
』

ap--
，E

〈
斗

/
t
l

ア
り
品
η
ノ
昔
話
3
日
』
同
叩

f
s
h脈
千
九

4
1
/し

ι相
引

/
L
U
Z
一
回
国
P
I
n
P
R
回
MMD
刷

4

宙
干
マ
/

緩
和
保
項
争
挿
入
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。

『
(
九
)
目
印
協
定
の
目
的
は
印
度
工
業
保
護
に
あ
り
た
る
所
、
事
貨
は
之
に
反
し
日
本
品
は
人
絹
及
衣
服
等
に
於
て
輪
入
帯
加
し
居
る
に
つ
き
、
印
度

紡
縮
製
品
の
噌
加
に
比
例
し
、
日
本
品
の
減
少
を
見
る
如
〈
統
制
を
施
す
こ
と
o』

な
る
ほ
ど
人
絹
織
物
は
二
割
乃
至
三
割
の
増
加
を
見
に
椋
で
め
る
が
、
併
し
之
が
如
何
な
る
程
度
に
印
度
工
業

を
害
し
て
ゐ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
印
度
製
品
の
増
加
に
比
例
し
て
日
本
品
を
制
限
せ
ん
と
す
る
主
張
は
、
佳

日
本
が
印
棉
の
暦
倒
的
な
最
大
顧
客
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
ま
た
英
圃
へ
の
差
別
侍

り
に
も
一
方
的
で
あ
っ
て
.

遇
を
忘
れ
に
る
主
眠
左
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

『(一

O
)
過
去
数
年
間
四
日
本
輸
入
品
よ
り
生
ず
る
主
な
る
困
難
の
一
は
、
低
廉
な
る
雑
貨
の
稔
入
噌
加
持
績
に
し
て
、
右
は
印
度
小
規
模
工
業
及
村

落
手
工
業
を
覆
し
居
る
に
つ
き
、
之
に
劃
し
タ
オ

I
B
T
又
は
高
率
閥
税
を
適
用
す
る
と
と
。
尤
も
日
本
よ
り
の
金
輪
入
品
に
劃
す
る
印
度
蹄
殺
牧
入
は

年
五
千
薦
留
比
(
内
綿
布
闘
係
一
一
一
千
世
間
留
比
)
な
る
が
、
之
に
劃
し
禁
止
的
高
閲
枕
を
課
す
る
こ
と
は
、
関
税
牧
入
の
撒
械
を
燕
し
、
新
憲
法
に
依
る
地

方
自
治
政
府
貸
施
上
の
要
件
た
る
財
政
上
の
調
整
を
崩
接
す
る
こ
と
込
な
り
、
事
態
重
大
な
る
も
、
印
度
産
品
と
公
正
な
る
議
争
由
水
準
ま
で
償
絡
引



止
。
程
度
に
、
日
本
品
に
劃
ナ
る
閲
稔
を
噌
拠
す
る
こ
と
は
ャ
閥
枕
収
入
に
影
響
を
及
ぼ
ナ
ζ

と
な
〈
目
的
を
差
し
得
べ
し
o』

吾
固
の
雑
貨
輸
出
に
劃
し
て
グ
ォ

l
タ
ま
た
は
高
率
闘
就
を
遁
用
せ
し
め
ん
と
す
る
勘
奨
は
、
さ
き
に
越
ペ
に

る
吾
L
q

の
見
解
と
は
会
〈
逆
で
あ
る
。
印
度
側
の
理
由
と
す
る
小
規
模
工
業
及
村
落
手
工
業
の
窮
迫
は
、
果
し
で

日
本
雑
貨
の
腫
埠
に
」
る
か
否
か
は
明
ち
か
で
は
な
い
が
、
般
り
に
然
り
と
す
る
も
、
印
度
経
掛
金
鰭
の
上
よ
り

見
て
、
小
規
模
工
業
ま
た
は
村
落
手
工
業
を
維
持
す
る
に
め
に
、
棉
花
経
済
金
犠
牲
に
供
し
て
よ
い
か
は
問
題
で

ー
方
、
，
!
。

J
d
p
e
v
-
S
J
 

何
れ
仁
せ
よ
印
度
経
棚
併
後
展
の
に
め
印
度
は
如
何
な
る
方
向
じ
そ
の
岡
民
経
掛
を
指
導
せ
ん
と
す
芯
か

げ
品
、
印
度
に
と
っ
て
の
先
決
問
題
で
め
芯
。

而
レ
で
高
率
閥
税
E

と
閥
枇
枚
入
L
K
の
矛
盾
を
指
摘
サ
石
は
、

草
川
正

句
ヌ

l
-
1

íi~・
1J 
川p

fh 
自
‘E 
じb
;5 

要
す
る
印
・
民
側
の
主
町
駅
の
中
に
は
訣
れ
る
一
品
質
の
認
識
に
出
議
寸
る
b
の
も
少
な
か
ら
や
、

且
つ
飴
り
に
色
一
方
的
な
見
解
に
捉
は
る
冶
色
の
が
少
〈
な
い
様
で
あ
る
。

論

穴
、
結

判
れ
の
利
害
に
も
捉
は
れ
争
、
冷
帯
な
る
第
三
者
の
立
場
に
あ
っ
て
、

存
共
柴
と
を
目
標
と
し
て
、
改
訂
間
揮
を
考
察
し
来
れ
る
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、

一
仁
公
正
な
る
劃
等
協
定
と
目
印
の
共

第
一
に
、
壇
賞
の
改
訂
を
加
へ
て
目
印
協
定
を
能
績
せ
し
な
る
こ
と
は
、
雨
闘
の
程
漕
こ
と
に
印
皮
鰹
曹
に
よ

っ
て
重
要
で
あ
る
。

い
第
二
に
、
改
訂
の
根
本
的
精
神
は
、
印
棉
本
位
の
交
換
制
を
改
め
て
、
相
互
封
等
の
交
換
貿
易
制
と
な
す
に
あ

る。

日
時
協
定
白
設
計
問
題

第
四
十
三
巻

五
五

第
四
披

九
九



臼
印
協
定
む
改
訂
問
題

第
四
十
三
春

ヨi
五

第
四
銑

o 。

第
三
に
、
基
準
歎
量
は
棉
花
百
寓
俵
に
劃
す
る
綿
布
四
億
鵡
と
し
、
最
大
数
量
は
百
五
十
寓
俵
に
劃
す
る
六
億

鳴
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
に
、
伸
縮
敷
量
は
棉
花
と
綿
布
と
を
劃
等
に
し

τ、
毎
一
寓
俵
の
棉
花
増
減
じ
劃
し
て
伸
縮
と
も
に
二
百

高
即
時
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
五
に
、
最
大
数
量
の
意
味
を
雨
者
同
様
に
相
艶
的
正
し
、
超
過
鍛
量
は
協
定
期
聞
を
通
じ
て
繰
越
し
う
る
も

ωト

ι
ば
ね
ば
な
ら
配
r

第
六
に
、
棉
花
年
皮
の
優
先
ぞ
撤
股
し
古
棉
花
。
綿
布
と
も
に
一
月
|
十
二
月
と
し
、
ま
た
綿
布
の
み
の
季
節

的
割
嘗
も
撤
廃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
七
に
、
債
額
的
均
衡
に
近
づ
か
し
な
る
た
め
、
綿
布
の
基
準
数
量
・
最
高
数
量
を
高
め
、
且
つ
雑
貨
轍
出
の

確
保
を
協
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
八
に
、
闘
税
規
定
は
高
率
闘
説
よ
り
も
寧
ろ
差
別
調
耽
を
是
正
せ
し
な
べ
〈
、
封
英
闘
視
と
の
差
等
を
規
定

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

第
九
に
、
実
施
二
ヶ
年
の
結
果
は
、
協
定
の
不
平
等
性
を
事
賃
上
に
具
現
し
て
、
印
棉
輸
入
の
著
増
と
綿
布
諭

出
の
減
退
と
な
っ
て
ゐ
る
。

最
後
に
、
協
定
貫
施
の
結
果
よ
り
見
て
、
品
種
別
割
営
に
修
正
を
加
へ
、
晒
地
に
謝
す
る
割
嘗
の
増
加
を
計
ら

ね
ば
な
ら
唱
。

(
一
一
、
丸
、
二
五
)


